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はじめに 
 

宮城総合支所庁舎は、昭和５４年(1979 年)に「宮城町役場庁舎」として建築されました。 

その後、昭和６２年（１９８７年）１１月の宮城町と仙台市の合併、そして平成元年（１９８９年）４月に仙

台市が政令指定都市に移行して旧宮城町が仙台市青葉区宮城地区になったことに伴い、この庁舎は

「宮城総合支所庁舎」へと変わりましたが、引き続き宮城地区の行政サービスを担ってまいりました。 

この間、宮城総合支所では、増大する行政需要に対応し住民福祉の向上を図るため、組織改編や職

員の拡充を行ってきたほか、平成１８年度（２００６年度）に行った耐震補強工事など庁舎の長寿命化に

向けた改修を実施してまいりました。 

さらに、平成２３年度（２０１１年度）から２５年度（２０１３年度）にかけての東日本大震災災害復旧工

事及び西庁舎（旧宮城町役場議会棟）の解体撤去を経て、現在の姿となっています。 

このような歴史を重ねてきた宮城総合支所庁舎ですが、令和１１年（２０２９年）には仙台市公共施設

総合マネジメントプランに定める計画保全年数である築５０年を迎えることから、庁内関係部局で今後

の方針について検討を重ねた結果、改修や増築等による対応では限界があると判断し建替えを行う

方針を決定いたしました。 

この基本構想は、来庁される市民の皆様や働く職員にとっての使いやすさや親しみやすさ、災害対

応の拠点としての役割など新しい宮城総合支所庁舎に求められる機能や規模等について考察すると

ともに、隣接する宮城保健センター（昭和５５年建築）との統合・合築も視野に入れた検討を行ったもの

です。 

 

宮城町役場の石碑 
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1. 宮城総合支所を取り巻く環境 
 

1-(1)概要 

宮城総合支所管内の人口は、仙台市が政令指定都市に移行した平成元年(1989 年)から 2 倍以

上に増加し、令和 6 年（2024 年）4 月には約 7 万 4 千人となっています。 

令和元年以降は、ほぼ横ばいで推移しており、今後は仙台市全体の将来推計と同様、緩やかに減

少することが見込まれています。 

地域別に見ると、西部地域で人口が減少し高齢化が進む一方、愛子周辺や錦ケ丘など新たに開発

された住宅地で人口が増加しており、こうした地域は比較的若い世代が多く、子どもの数も増加し

ています。 

このような背景から宮城総合支所は、平成 30 年度（２０１８年度）から保健福祉部門を強化し、取

扱業務を拡大しました。これにより平成 29 年度(2017 年度)に 1５１名であった職員数は令和 6

年度(2024 年度)は 2２２名となっています。 

 

1-(2)管内の人口の推移 

宮城総合支所管内の人口は、平成元年～令和 5 年(1989 年～202３年)の 35 年間で、約

33,600 人から約 74,400 人へ、約 40,800 人増、2.2 倍になっています。(下図) 

同期間で仙台市は 91.0 万人から 109.7 万人へ、約 187,500 人増、1.2 倍になっています。 

令和 5 年（202３年）の宮城総合支所管内の人口が仙台市の人口に占める割合は約 7%(7.4 万

人÷109.7 万人)ですが、増加数では約 22%(40,800 人÷187,500 人)を占めています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33,643

44,077

55,047

61,517

66,118

70,935
73,399

74,718

74,445

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

平
成
元

3 5 7 9

1
1

1
3

1
5

1
7

1
9

2
1

2
3

2
5

2
7

2
9

令
和
元

3 5
宮城総合支所宮城総合支所管内人口 （各年１０月 1 日現在推計人口） 



3 

 

1-(3)組織及び職員数 

 

 

 

 

職員数(令和 6 年 4 月) 

所 属 職員数 

総務課 20  

まちづくり推進課 16  

地域活性化推進室 6  

税務住民課 42  

管理課 18  

保健福祉課 52  

障害高齢課 22  

保険年金課 15  

公園課 12  

道路課 19  

合 計 222  

※委託業者含む 

  

総 務 課 総 務 係

まちづくり推進課 地 域 振 興 係

地 域 生 活 係

地域活性化推進室

税 務 住 民 課 税 務 会 計 係

戸 籍 住 民 係

青 葉 区 宮城総合支所 管 理 課 管 理 ・ 保 護 係

こ ど も 家 庭 係

保 健 福 祉 課 保 育 給 付 係

保 健 係

障 害 高 齢 課 高 齢 者 支 援 係

障 害 者 支 援 係

保 険 年 金 課 保 険 年 金 係

公 園 課 公 園 係

道 路 管 理 係

道 路 課 道 路 建 設 係

道 路 維 持 係
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1-(4)施設概要 

 

 宮城総合支所庁舎 宮城保健センター 

住 所 仙台市青葉区下愛子字観音堂 5 仙台市青葉区下愛子字観音堂 29 

敷地面積 13,443 ㎡ 2,338 ㎡ 

延床面積  3,8７３㎡   ６８４㎡ 

階 数 地上 3 階 地上 2 階 

構 造 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 

建築年 昭和 54 年(1979 年) 昭和 55 年(1980 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典:国土地理院地図 出典:Google Earth 
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1-(5)現庁舎の現状や課題 

 

①老朽化 

現庁舎は昭和 54 年(1979 年)に建築された旧耐震基準の施設（築 45 年）で、令和 11 年

(2029 年)に計画保全年数である 50 年を迎えます。 

そのため、平成２８年度(2016 年度)から、大規模改修による長寿命化などの対策を検討して

きましたが、改修費用が高額となるため、改修と建替えのライフサイクルコストの比較を行い、建

替えを検討することとしました。 

庁舎更新を予定している令和 11 年度(2029 年度)までの約 10 年間施設機能を維持できる

程度の最低限の修繕を実施しましたが、それ以外の給排水設備や空調機器設備等において老朽

化による不具合が頻発し、毎年度修繕が必要となっています。 

度重なる地震により廊下の天井排気口の落下等が繰り返されるなど、安全面に課題が残った

ままであり、対策が急務となっています。 

 

②狭隘化 

平成 30 年度(2018 年度)からの保健福祉部門強化及び業務の拡充等により、平成 29 年度

(2017 年度)に 1５１名であった職員数が令和 6 年度(2024 年度)には約１．５倍の 2２２名と

なり、執務室面積は、委託業者等も含めた職員１人あたり 5.4 ㎡と狭隘化しています。なかでも保

健福祉課は１人あたり 2.5 ㎡と、国土交通省の基準※を下回っています。 

待合ホールは、設置している呼び出しシステムが税務住民課専用のため、その他の課の待合ス

ペースは窓口前の廊下となっており、スペースが不足しています。 

その他、プライバシーを保護するための相談室や打合せスペース、書類保管スペースも不足して

います。 

 

※国土交通省新営一般庁舎面積算定基準 ：3.30 ㎡/人（一般級） 

(参考)市役所新本庁舎、泉区役所新庁舎：6.72 ㎡/人（全職員）で想定面積算定 

 

③防災機能の低下 

平成 18 年度(2006 年度)に耐震補強改修工事を行っていますが、その後の東日本大震災で

は損傷があり、修繕が必要となりました。旧耐震基準の施設であり、管内の災害対応を行うには

耐震性や設備、機能の面で課題があります。 

 

④時代の変化に伴う機能面での劣化 

現庁舎は、昭和 54 年（1979 年）に建築された建物であり、構造上、スペース上の制約から、少

子高齢化の進行、ＩＴ技術の発展など、社会変化による庁舎機能面でのニーズに対応できなくなっ

ています。 

 

○来庁市民のための機能 

・保健福祉部門等の制度改正や業務拡大に伴う来庁市民や職員数の増加に対し、トイレや洗面 

所が不足しています。 



6 

 

・子育て関係手続きの来庁者が増加しましたが、授乳スペースが狭く、キッズスペースは設置さ 

れていないなど、子育て世帯への対応が不十分です。 

・バリアフリーへの対応が十分ではありませんが、構造やスペースの問題から改善が困難です。 

 

○ホール機能 

・１階ロビーのほとんどを記載台と待合スペースで占めており、情報発信やイベント等を行うホ 

ールとしての機能が不足しています。 

 

○ＤＸ対応 

・電子機器が増加しており設置場所の確保が難しくなっているほか、電源増設や配線に苦慮し 

ており、今後のＤＸ推進への対応は困難となっています。 

・最近ではＷＥＢ会議が増えていますが、そのような場合に使用する少人数用の打合せスペース 

がなく、会議室使用が非効率です。 

 

○セキュリティ 

・個人情報保護や行政情報セキュリティのため、他自治体の庁舎では、来庁者エリアと職員エリ 

アを明確に分けた配置などによりセキュリティを確保していますが、現庁舎では対策に限界 

があり、職員や警備員による人的な対応となっています。 

 

⑤地域環境の変化に伴う行政に求められる機能の変化 

愛子地域は、愛子駅や総合支所周辺の開発が進み居住者が増加しているほか、新たな区画整

理が予定されるなど、域外の人も含めて人や物の集積が進むことが想定されています。 

一方、西部地域は高齢化が進んでいますが、豊かな自然環境と観光資源に恵まれ、地域課題の

解決と新たな賑わいの創出に向け、地域の様々な主体が魅力を生かしたまちづくりを進めていま

す。 

これからの総合支所は、単なる窓口だけでなく、新たなまちづくりの中心、地域交流や市民活

動の拠点として、また、地域の災害対策拠点として機能することが求められます。 

 

○求められる機能の変化に対する庁舎の状況 

・高齢化や子育て世帯の増加に対応するため保健福祉部門の機能拡充を行ってきたのに対し 

執務スペースが不足しており、これ以上の拡大が難しい状況です。 

・窓口、待合スペース、通路が不足しています。 

・スペースに制約があるため、子どもと一緒に来庁する方への対応設備(キッズスペース等)が 

設置できない状況です。 

・バリアフリーへの対応が不十分です。 

・ホール、会議室等が不足しています。 
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1-(6)宮城保健センターの状況 

 

①老朽化 

宮城保健センターでは、母子健康手帳交付や育児教室、予防接種、健康診査等の各種保健福祉

サービスを提供しています。 

昭和５５年（1980 年）に建築された旧耐震基準の建物で築４４年となっており、老朽化してい

ますが、小修繕で維持しながら宮城総合支所内への移転等を含め対応を検討してきました。 

個別設備では、トイレの排水管は特に老朽化が著しく、腐食が進んでいるほか、ホール設置のク

リーンヒーターに不具合があり、稼働できなくなっています。 

 

②狭隘化 

建設当時と比較すると管内人口が 3 倍に増加しており、施設が狭隘となっています。 

健診等の受付スペースがなく、洗濯や物干し等のスペースも確保できていない状況です。 

単独で建替える場合は規模を大きくする必要がありますが、現在の保健センターの敷地内では

困難です。 

一方で、カーペット敷きのホールや廊下、畳敷きの和室は、子ども連れの方には好評を得られて

います。 

 

③住民利便の低下 

宮城保健センターは総合支所と別棟のため、市民の方が初めて利用する際は、どちらに行って

よいか迷うことがあります。 

また、職員にとっても、保健センターでの業務や施設管理について、総合支所と離れていること

で負担が大きくなっています。 

 

④安全性の低下、リスクの拡大 

50 年近く前の設計で現在のようなユニバーサルデザインではないため、高齢の方、障害のあ

る方、子ども連れの方など、来庁するさまざまな人が利用しやすい施設とはいえません。 

例) 

・階段が急こう配なため、現在はバリケードをして利用を制限しています。 

・突起物や角があるため、クッションを貼付、角を削るなど加工をして対応しています。 

・敷地内に駐輪場やベビーカー置き場がありません。 
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1-(7)土地区画整理事業の現状把握 

総合支所の周辺では、複数の土地区画整理事業が計画されていますが、このうち愛子土地区画整

理事業は、総合支所の南側と東側に隣接するエリアが対象になっており、現在、事業主体において

具体的な整備計画が検討されています。 

総合支所の近隣に公園が整備される計画があり、総合支所と公園を行き来しやすくするなど、地

域交流の場として一体的に利用できることが望ましいと考えます。また、工程については、互いに支

障のないよう調整する必要があります。 

今後、庁舎建替えの詳細を検討する際には、土地区画整理事業の事業主体と情報交換し、配置計

画やスケジュール等の整合性に留意しながら進めます。 

 

 

1-(8)これまでの検討経緯 

 

時期 検討経緯 

平成 28 年度（２０１６年度） 
・庁舎の老朽化対策として、大規模改修に係る予備調査及び現地

調査を開始 

平成 29 年度（２０１７年度） 
・宮城保健センターについても再整備の検討が必要であることか

ら、総合支所庁舎との一体的な整備の方向を検討 

 ・庁舎大規模改修基本計画策定 

（令和 2～3 年度設計、令和 4～6 年度工事） 

 ・改修費が高額になることから、「大規模改修による長寿命化」から

「建替えも含めた対策」の検討を開始 

令和 4 年度（２０２２年度） 
・大規模改修＋増築と建替えのライフサイクルコストを比較検討し、

建替えが有利であることを確認 

令和 5 年度（２０２３年度） 

・庁舎建替えの方針を決定 

・宮城保健センター再整備についても庁舎建替基本構想を策定す

るなかで検討を行うことを決定 

  



9 

 

2. 基本理念の検討 
 

新しい庁舎は、現在の庁舎の課題を解決することに加え、「仙台市基本計画 2021-2030」に掲げ

る、災害対応力を備えること、豊かな自然と調和すること、多彩な交流が生まれることなどを基本とし、

市民のみなさんに親しまれる庁舎にしたいと考えています。 

 

2-(1)基本理念・コンセプトの検討 

 

基本理念 みんなの MIYASO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民が気軽に立ち寄れ、地区まつりなど地域交流やイベントに活用

できる、明るく開放的なロビー 

・高齢の方や障害のある方、家族連れの方など、みんなにやさしく利

用しやすいユニバーサルデザインの庁舎 

・市民の利用が多い窓口をまとめ、直感的に分かりやすいレイアウト

にする 

・効率的な受付システムや窓口業務のデジタル化など、市民の手続き

がスムーズで、職員の仕事がはかどる庁舎 

・使いやすい事務室やトイレなど職員がいきいきと働くことのできる

環境を整え、市民サービスの向上や「おもてなし」につながる庁舎 

基本方針１ 「やさしい MIYASO」  ～地域に開かれたみんなにやさしい庁舎～ 

基本方針１ やさしい MIYASO 

基本方針２ つよい MIYASO 基本方針３ 緑いっぱい MIYASO 

みんなの MIYASO 

基本理念 
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基本方針２ 「つよい MIYASO」  ～災害につよい！みんながたよれる庁舎～ 

・宮城地区の豊かな自然を感じることができる明るいつくり、木材の

温かみを感じられる庁舎 

・地域の景観と調和した、緑あふれる心地よい空間 

・エネルギー効率の高い設備、再生可能エネルギー（太陽光発電）を最

大限導入することにより、省エネルギー・ゼロエネルギーを目指す、

環境負荷に配慮した庁舎（※） 

・長期使用、修繕のしやすさに配慮し、持続可能性を高める素材、工

法、構造を採用した庁舎 

 

※仙台市では、公共施設の新築について、ZEB Ready 相当以上を

目指すとしており、宮城総合支所庁舎は、ZEB Ready（使用エネ

ルギー50％以下）を原則とし、Nearly ZEB 以上（使用エネルギー

25％以下）となるよう検討します。 

 

基本方針 3 「緑いっぱい MIYASO」 ～みんなで紡ぐ緑いっぱいの庁舎～ 

・市民・職員の安全を守る、耐震化した強固な構造で、災害対応や業

務継続ができる庁舎 

・停電時や大雨・豪雨の際にも災害対策拠点としての機能が維持でき

るよう、発電設備や浸水対策を備えた庁舎 

・ロビーは交流の場だけではなく、災害発生時は来庁者の安全確保、

地域の被災者支援活動の拠点として使用 

・個人情報・行政情報をしっかり守る、適切なセキュリティを確保した

庁舎 
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３. 新庁舎の機能及び規模の検討 
 

3-(1)新庁舎の想定職員数 

新庁舎の必要面積は、「想定される職員数による算定方法」を基本とし、必要となる機能を加えな

がら、適切な規模を算定します。 

職員数については、平成 30 年度（２０１８年度）に保健福祉業務の拡大を図ったこともあり、令和

6 年度（２０２４年度）は、10 年前の約 1.5 倍の 222 人となっています。（委託業者含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、新たな住宅地開発や、高齢化の進行等により業務量の増加が見込まれる一方で、AI など

の先端技術活用により、業務の効率化が図られていくことも予想されることから、ここでは現在と

同じ 222 人と見込みます。 

【新庁舎の想定職員数】 

区分 局長級 次・部長級 課長級 主幹･係長 一般職 会計年度 委託業者 総数 

総務課 1 1 1 1 5 3 8 20 

まちづくり推進課     1 2 7 6   16 

地域活性化推進室     1 1 4     6 

税務住民課     1 3 12 23 3 42 

管理課   1 1 2 9 5   18 

保健福祉課     1 3 21 27   52 

障害高齢課     1 2 7 12   22 

保険年金課     1 1 7 6   15 

公園課   1 1 1 6 3   12 

道路課     1 3 11 4   19 

計 1 3 10 19 89 89 11 222 

148 150
156

141 144 144 145
151

186
194

202
210 212 215

222

0

20
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80
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120

140

160
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220

240

H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10R11R12

職員数の推移

税務部門の集約化

保健福祉業務の拡大
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3-(2)必要面積の算定方法 

新庁舎の必要面積について、「想定職員数」を基準に標準面積を算定する手法として、次の方法が

考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 総務省『地方債査定基準』による面積 

 

 

 

 

※職階に応じた換算率による換算人員数で算出する

計 (1)～(4) 4,085

1,554

(4)  玄関、階段、ロビー等 （(1)＋(2)＋(3)）×40％ 1,167

1,207

(2)  倉庫 　(1)×13％ 157

(1)  事務室 職員1人あたり4.5㎡ （※）

(3)  会議室、トイレ、その他諸室 　職員数×7㎡

区分
積算基準

面積（㎡）
職員数 222

 

庁舎建設費用の財源については、地方債の活用により確保することが一般的であるため、総

務省では、地方債の対象となる標準的な面積基準を定めていました。 

平成 23 年に協議に係る事務簡素化のため運用は廃止されているものの、多くの自治体で検

証する参考基準として用いられています。 

概算面積を示しているだけであり、諸室の面積について、現状との比較による規模の適否の

判断が困難です。 

Ａ 総務省『地方債査定基準』による算定方法 

 

国土交通省が定めた中央官庁や合同庁舎など、国の機関の一般庁舎面積算定に関する基準

です。 

総務省「地方債査定基準」と比べ、各諸室や設備関係などの基準面積が示されており、参考基

準として多くの自治体で引用されています。 

諸室ごとに基準面積を示しているため、現状との比較検討が一定程度可能です。 

ただし、「防災拠点機能」や「市民利用機能」などは考慮されていないことから、算定基準面積

に必要な機能を付加して算定する必要があります。 

Ｂ 国土交通省『新営一般庁舎面積算出基準』による算定方法 
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Ｂ 国土交通省『新営一般庁舎面積算出基準』と現在の庁舎面積との比較 

 

 

 

現在の庁舎 国交省基準

222人 222人

1,189 1,400 211 1人あたり4㎡、割増10％（※）
業務効率を高めるため、打合せスペース
などを考慮する必要がある

439 96 ▲ 343
職員100人あたり40㎡、10人増すご

とに4㎡、割増10％

基準が現行より大きく下回るため、別途

検討する必要がある

38 36 ▲ 2 職員数80～240人

367 165 ▲ 202 事務室面積（割増前）×13％
現在でも不足しているため、別途検討す

る必要がある

19 13 ▲ 6
1人まで10㎡、1人増すごとに3.3㎡加
算（2名想定）

仮眠室、シャワー室が必要

12 12
1人まで10㎡、1人増すごとに1.65㎡

加算（2名想定）

18 13 ▲ 5 標準6.5㎡～13㎡
階数に応じて設置箇所数を検討する必要
がある

7 7 最小（１名想定）

84 71 ▲ 13 職員数×0.32㎡
ブース増設や機能追加を検討する必要が
ある

65 65 職員数200人～250人

19 19 職員数×0.085㎡

97 97 職員数200人～250人

173 436 263
(1)～(12)の合計面積が2,000～

3,000㎡（冷暖房）

7 78 71
(1)～(12)の合計面積が2,000～
3,000㎡（高圧受電）

9 29 20 最小

863 966 103 (1)～(15)の合計面積×40％
各窓口の待合スペースを設ける必要があ
る

318 858 540
乗用車1台あたり18㎡、軽自動車1台あ

たり13.2㎡、詰所1人あたり1.65㎡

34 ▲ 34

54 ▲ 54

47 ▲ 47

103 ▲ 103

5 ▲ 5

38 ▲ 38

68 ▲ 68

3,873 4,361 488

　基準とは別に面積の検討が必要な諸室

※職階に応じた換算率による換算人員数で算出する

(7)  湯沸室

区分

面積（㎡）

国交省基準 検証
比較増減

(1)  事務室

(2)  会議室

(3)  電話交換室

(4)  倉庫・書庫

(5)  宿直室（守衛室）

(6)  押入れ等

(8)  受付及び巡視溜

(9)  トイレ・洗面所

(10) 医務室

(11) 売店
食堂・喫茶スペースは、ランチルームと

して、売店スペースは、軽食、飲料水の
自販機コーナーとしての使用を検討する

(12) 食堂・喫茶

(13) 機械室

(14) 電気室

(15) 自家発電機室

(16) 交通部分
（玄関、廊下、階段等）

(17) 車庫

合計

国交省基準では考慮されていないため別

途検討する必要がある

(19) 休憩室

(20) 更衣室

(21) 市民ホール

(22) 授乳室

(23) 相談室（面談室）

(24) 駐輪場など

(18) 印刷室
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Ａ 総務省『地方債査定基準』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,０８５㎡ 

Ｂ 国土交通省『新営一般庁舎面積算出基準』 ・・・・・・・・・ 4,３６1 ㎡ 

 

 算定した面積について、現在の宮城総合支所庁舎と比較し、様々な課題解決が図られる規模であ

るかを検証する必要があります。 

また、Ａ、Ｂの各算定手法は、「防災拠点機能」や「市民利用機能」などは考慮されていないことから、

総合支所庁舎に必要な機能を付加して庁舎規模を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

上記により、本基本構想においては、Ｂ 国土交通省基準をベースとし、必要に応じて面積を補正

するとともに、新しく求められる機能を付加することで新庁舎の規模を検討します。 

 

3-(３)現状の課題解決のための面積検討 

国土交通省基準では、「防災拠点機能」や「市民利用機能」などは考慮されていないことから、算定基

準面積に、必要な機能を付加する必要があります。また、各諸室について、国土交通省の基準と現行面

積を比較し、過不足を検討します。 

 

①事務室 

国土交通省基準による事務室面積は、職員 1 人あたりに換算すると 6.3 ㎡となりますが、狭隘

状態改善のため、市役所新本庁舎や泉区役所新庁舎と同等の 1 人あたり 6.72 ㎡で算定します。 

業務を効率的に行うため、打合せスペースや作業スペースを確保するとともに、将来の制度改

正や組織の見直しに対応できるよう、可動式のカウンターやパーテーションで区分するなど、ス

ペースを効率的に使用します。 

また、庁内 LAN 端末のタブレット PC 化、回線の無線化などの業務のデジタル化により、スペ

ースの削減効果が期待でき、情報セキュリティ確保とあわせて、無駄のない配置等を検討します。 

 

②会議室 

会議室については、国土交通省基準面積は現行面積より大きく下回ることから、他の区役所と

同等の職員 1 人あたり 1.8 ㎡で算定します。 

大規模会議室については、可動式のパーテーションで分割して効率的に運用できるようにし、増

加する WEB 会議等に対応できるよう小規模会議室を設置します。 

税の申告会場、期日前投票所及び各種イベント等については、広いスペースが必要となり、同時

期に実施することも想定されるため、多目的スペースを別途検討します。 

Ａ 総務省の基準 
概算面積を示しているだけであり、諸室の面積について、現状との

比較により規模の適否の判断が困難です。 
～ 

諸室ごとに基準面積を示しているため、現状との比較検討が一定

程度可能です。 
Ｂ 国土交通省の基準 ～ 

Ａ、Ｂの各算定方法の比較 
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③倉庫・書庫 

現行、倉庫や書庫のスペースは不足しており、国土交通省基準面積でも不足があることから、

他の区役所と同等の職員１人あたり 2.6 ㎡で算定します。 

防災資機材や非常物資備蓄、災害備蓄物資等の保管用倉庫については、搬入搬出のしやすさ

を考慮し、別棟も含めて検討します。 

 

④宿直室（守衛室） 

現行面積を基準に、仮眠室と災害対応時にも活用可能なシャワー室を追加します。 

 

⑤湯沸室（給湯室） 

１か所当たりの面積を拡大し、ごみの分別コーナーを設置します。 

 

⑥トイレ、洗面所 

現在、車いす利用者が使用できるひろびろトイレ（多機能トイレ）は 1 階の１か所のみで、一般ト

イレに洋式トイレが少ないこともあり、ひろびろトイレに利用が集中する傾向があります。 

トイレに対するニーズは多様化しており、利用者にとって安らぎのある空間に変えていく必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦その他諸室（国土交通省基準に含まれていないもの） 

ア）印刷室 

イ）休憩室 

ウ）更衣室 

エ）乳幼児室（授乳室） 

オ）相談室（面談室） 

 

これら諸室については、現行の狭隘状態を解消するために必要な面積を確保します。 

相談室については、現在は管理課と保健福祉課に各２室を設置していますが、その他の課にお

いても相談時にはプライバシーに配慮する必要があるため、十分な個室相談室を設置します。 

【考えられる対応策】 

ア）一般トイレのバリアフリー化でひろびろトイレ（多機能トイレ）への利

用集中を分散させます。 

・子ども連れで利用できる広めのブース 

・ベビーチェア、おむつ替えシート等を男女別トイレに設置 

イ）ひろびろトイレ（多機能トイレ）を全フロアに設置 

ウ）窓口が集中するフロアには、職員用トイレ、洗面所を設置 

エ）子ども連れの来庁者が多く見込まれるフロアには、子ども用トイ

レ、洗面所を設置 

イメージ 
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3-(４)新たな市民サービス機能の追加 

これからの庁舎は、行政オフィスの基本的機能として、窓口や待合スペース、ホール等の利便性を

高める必要があるほか、「防災拠点」や「市民協働・まちづくり推進」のための機能が求められており、

新設または拡大を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア）避難者対応スペース ⇒ 多目的ホールなどを使用 

イ）災害対策会議室 ⇒ 会議室を使用 

ウ）防災資機材倉庫、非常物資備蓄倉庫 ⇒ 倉庫面積の拡大 

エ）災害対応時の仮眠室 ⇒ 休憩室を使用 

オ）シャワー室 ⇒ 守衛室に備えるもので代用 

①防災拠点としての機能 

 

ア）オープンな待合スペース、休憩スペース（多目的ホール） 

イ）キッズスペース、市政情報コーナー、記念撮影コーナー 

ウ）マルチコピースペース、自動販売機コーナー、展示販売スペース 

エ）各課窓口待合スペース 

オ）駐輪場 

②来庁者の利便性を高める機能 

 

ア）多目的ホール（イベント、展示、税申告会場、期日前投票所、特設窓口など） 

イ）市民協働活動スペース（地域団体、ボランティア、ＮＰＯなどとの協働活動など） 

③市民協働・まちづくり推進機能 
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3-(５)新庁舎に係る想定面積 

国土交通省基準（新営一般庁舎面積算定基準）をベースに「現状の課題解決のための面積」、「市

民サービス機能」を加えた新庁舎想定面積は以下のとおりです。 

 

※面積は現時点の想定であり、今後の検討において具体化します。 

 

 

国交省基準
による面積

面積加算や
機能追加

算定面積

(1) 事務室 1,400 92 1,492 職員1人あたり6.72㎡で算定（泉区役所新庁舎と同等）

(2) 会議室 96 304 400 職員1人あたり1.8㎡で算定（他区役所平均）

(3) 電話交換室 36 36 国交省基準

(4) 倉庫・書庫 165 412 577 職員1人あたり2.6㎡で算定（他区役所平均）

(5) 宿直室（守衛室） 13 36 49 国交省基準に仮眠室、シャワー室を加算

(6) 押入れ等 12 (5)に含む

(7) 湯沸室 13 26 39 国交省基準×3か所

(8) 受付及び巡視溜 7 (13)に含む

(9) トイレ・洗面所 71 111 182 一般男女トイレ現行の1.5倍、ひろびろトイレ設置等

(10) 医務室 65 (14)に含む

(11) 売店（自販機コーナー） 19 (14)に含む

(12) ランチルーム 97 (14)に含む

(13) 市民サービス機能 400 400 防災関係、多目的ホール等

(14) その他諸室 488 488
授乳室、相談室、休憩室、職員用トイレ等
職員1人あたり2.2㎡（他区役所平均）

(15) 休憩室 (14)に含む

(16) 更衣室 (14)に含む

(17) 市民ホール (13)に含む

(18) 授乳室 (14)に含む

(19) 相談室（面談室） (14)に含む

1,994 － 3,663

(20) 機械室 436 111 547 小計①3,000㎡以上基準

(21) 電気室 78 18 96 小計①3,000㎡以上基準

(22) 自家発電機室 29 29

543 － 672

(23)
交通部分（玄関、廊

下、階段等）
966 1,020 1,986 国交省基準に待合スペースを加算

(24) 車庫 858 別途算定

(25) 駐輪場 別途算定

1,824 － 1,986

4,361 － 6,321

小計　③

合計

区分

面積（㎡）

備考

小計　①

小計　②

現行面積 3,873 ㎡     新庁舎想定面積 約 6,321 ㎡ （現行の約 1.6 倍相当） 
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3-(６)宮城保健センター機能の移転 

隣接する宮城保健センター（築４４年）についても、アンケート（29 ページ）では、保健センターにつ

いて「総合支所と同じ場所にあった方がよい」という意見が多く、その理由は、「別の建物だと分かり

にくい・迷ったことがある」「同じ建物で用事が済ませられた方が便利」等が挙げられており、市民の

利便性の向上に寄与するものと考えられます。 

また、総合支所内へ機能を移転することで、諸施設の共同利用により現行面積を削減可能であり、

より効率的な行政運営に資するものと想定されます。（下表） 

以上を踏まえ、宮城保健センター機能を宮城総合支所新庁舎へ移転させるとともに、併せて、今

後の宮城保健センターの在り方について検討していきます。 

 

■宮城保健センター機能の移転面積                                   （単位：㎡） 

区分 現行面積 
総合支所内に

機能移転 
比較 備考 

事務室 36 18 ▲１８ 受付スペースとして設置 

診療室 32 32 0  

歯科診療室 24 24 0 

 

プレイルーム 42 42 0 間仕切りで調整し効率化を

図る 計測室 22 22 0 

保健指導室 56 56 0 

図書資料室（倉庫） 25 25 0 

 

栄養指導室 13 
50 ▲４１ 

「指導室兼調理室」とし効率

化を図る 調理室 78 

和室 52 52 0 保健指導室②として設置 

個別相談室 11 33 ２２ 1 室→3 室に拡張 

授乳室（新規） 0 8 ８ 総合支所とは別に設置 

衛生検査室（新規） 0 25 ２５ 感染症対策のため設置 

記録保存室 24 0 ▲ 24 総合支所施設に含む 

会議室 36 36 0 

 

トイレ（多目的含む） 46 0 ▲46 総合支所施設に含む 

ＥＶ・機械室等 19 0 ▲ 19 総合支所施設に含む 

廊下・ホール 168 0 ▲168 総合支所施設に含む 

計 684 423 ▲ ２６１   

総合支所内に機能移転した場合、諸施設の共同利用により約４割が削減可能となります。 

 

 

 

 

計 6,744 ㎡ 
宮城保健センター 

機能面積 423 ㎡ 

宮城保健センター機能を付加した新庁舎の想定規模（面積）  約 6,800 ㎡ 

宮城総合支所新庁舎 

想定面積 6,321 ㎡ 
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3-(７)新庁舎のフロア構成 

新庁舎建設場所を現在地と想定した場合、以下の点を考慮する必要があります。 

●業務に支障をきたさないよう、現庁舎を使用しながら新庁舎を建設します。 

●将来、愛子土地区画整理事業への取り付け道路として、北側市道の改良工事により、敷地面積が

減少（約 1,500 ㎡）することを想定しておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新庁舎については、執務室の狭隘解消や新たな市民サービス機能の付加により、現行面積を上 

回ることから、現行と同じ 3 階建て以上を想定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市民の窓口手続きが多い部署を集中的に配置 

● エントランスホール、来庁者の利便性向上ためのスペース（キッズスペース、市政情報コー

ナー、記念撮影コーナー、展示販売スペースなど） 

● 宮城保健センター機能 

● 防災資機材倉庫、非常物資備蓄倉庫 

低層階（１Ｆ・２Ｆ） 

 

● 日常的な市民の窓口手続き業務を有しない部署を配置 

● 市民協働・まちづくり推進機能（多目的ホール、市民協働活動スペース） 

● 会議室など 

● 福利厚生機能（ランチルーム、自動販売機コーナー） 

● 電気室、自家発電機室 

 

中・高層階（3Ｆ・4Ｆ） 

 

防災資機材倉庫、非常物資備蓄倉庫、公用車車庫等は、荷物の搬出入や車両乗り入れのた

め、別棟とすることも検討します。 

その他 
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3-(８)駐車場の規模 

アンケート結果等から、宮城総合支所来庁者は約 9 割が車を利用しているものと推察されます。 

現在の駐車台数は 225 台で、敷地面積の７割以上を駐車スペースで占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現状の課題 

隣接する広瀬文化センターで催事が開催される場合や税申告、期日前投票、各種会議などが庁

舎で実施される場合は、ほぼ満車の状態となります。 

現状、駐車場にゲート等はなく、総合支所利用者以外でも駐車できる状態ですが、今後、周辺の

開発が進んだ場合、周辺施設の利用者により駐車場が混雑することを避けるため、来庁者以外の

駐車は有料とすることなども検討する必要があります。 

 

②駐車場必要台数の検証 

【算定条件】 

区分 条件 補足説明 

管内人口 74,000 人  

来庁者割合 

窓口 
人口の 

0.9％ 
※「市・町・村・役所の窓口事務施設の調

査」より 

 窓口以外 
人口の 

0.6％⇒0.3％ 

車での来庁割合 来庁者の９0％  

集中率 30％ ※「最大滞留量の近似的計算方法」より 

窓口来庁者の平均滞留時間 30 分 窓口手続きの所要時間 

窓口以外来庁者の平均滞留時間 60 分 会議、打合せ、相談など 

 ※ 「市・町・村・役所の窓口事務施設の調査」及び「最大滞留量の近似的計算方法」は、複数の自治体

で施設建設計画の駐車台数を決める際の根拠として用いられています。 

  ただし、宮城総合支所は、自治体業務の全ての機能を有していないため、人口当たりの来庁者

割合を補正した上で引用するものとします。 

 

【駐車台数内訳】 

来庁者用 200 台 

公用車 

（車庫含む） 
25 台 

合計 225 台 

駐車場 

庁舎 

駐車場 

車

庫 
駐車場 

公
用
車 

倉庫 【現行の配置】配
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③必要駐車台数 

   (1) 来庁者駐車場 

◇一日あたりの来庁者台数＝管内人口×来庁者割合×車での来庁者割合 

〈窓口〉    74,000 人 × 0.9％ × 90％ ≒ 599 台/日 

〈窓口以外〉 74,000 人 × 0.3％ × 90％ ≒ 200 台/日 

   ◇必要駐車台数 最大滞留量（台/日）＝１日あたりの来庁者台数×集中率×平均滞留時間 

〈窓口〉    599 台/日 × 30％ × 30 分/60 分 ≒ 90 台 

〈窓口以外〉 200 台/日 × 30％ × 60 分/60 分 ≒ 60 台   150 台 

 

  ◇イベント時の駐車台数 

〈期日前投票〉平日の場合 1500 人、車での来庁 500 台（乗り合わせ）と想定 

       最大滞留量 500 台/日 × 30％ × 15 分/60 分 ≒ 38 台    38 台 

 

(2) 公用車駐車場 

       現在 25 台の公用車を駐車しており、今後も同程度の台数を想定する。  25 台 

 

④駐車場必要面積 

    213 台 × 25 ㎡/台（総務省地方債査定基準より） ＝ 

 

    ※ 車いす使用者用駐車場、ゆずりあい駐車場、電気自動車充電ステーション含む。 

 

 

 

 

 

  

駐車場必要面積：5,325 ㎡ 

駐車場は、台数 213 台 面積 5,325 ㎡を想定します。 
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４. 土地利用の検討 
 

4-(1)敷地条件等 

【都市計画上の基本要件】 

所在地 仙台市青葉区下愛子字観音堂５番地 

敷地面積 15,781 ㎡ （支所 13,443 ㎡ + 保健センター2,338 ㎡） 

区域区分 都市計画区域 市街化区域 

用途地域 第一種住居地域 （一部準工業地域） 

容積率 200％ 

建ぺい率 60％ 

高度地区 第 3 種高度地区 

その他主な指定 防火指定なし、地区計画等なし 

 

【現況配置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-(2)土地利用の比較検討 

 

①検討条件 

● 業務に支障をきたさないよう、現庁舎を使用しながら新庁舎を建設します。 

（現在の駐車場に新庁舎を建設することを想定します。） 

● 駐車場は平置きとし、213 台分のスペース及び公用車用の車庫スペースを確保します。 

● 建物は近隣配慮の観点から 3～4 階建てとし、利用しやすさ、管理しやすさから、保健センタ

ーを合築とします。 

● 現在の保健センター建物は解体し、跡地を駐車場等に利用することを想定します。 
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②配置比較検討 ※配置案は令和 7 年 3 月時点での想定であり、今後の検討状況により変わる可能性もあります。 
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５. 事業費及び事業手法の検討・整理 
 

①事業費 

現時点では、市役所本庁舎や他都市の庁舎建替えの例などから以下のとおり算定しており、基

本計画において庁舎の機能等を詳細に検討する中で精査します。 

また、財源について、活用可能な補助金等について検討するほか、敷地に余剰が生じた場合、

売却等を含めた活用や、仙台市西部地区の市民が愛子駅から仙台市中心部へと通勤・通学して

いるという地域的特性を考慮し、駐車場のパーク＆ライド利用による賃貸収益の可能性など、継

続的な財源創出についても検討します。 

 

項 目 金 額 備 考 

建設費 約 48 億円 

21０万円／坪と想定したうえで、 

物価変動等リスク１０％を考慮 

※外構含む 

解体費 約  5 億円 ※外構解体含む 

設計費 約  3 億円 ※工事監理･解体設計を含む 

付帯費用（備品等） 約  4 億円  

合 計 約 60 億円  

  ※事業費の算定は従来方式（現行敷地において仙台市主体で整備）による。 

（建設費の参考） 

仙台市役所本庁舎     約 215 万円／坪 （R5.11 実施設計） 

豊川市役所本庁舎     約 215 万円／坪 （R6. ８基本計画） 

那須塩原市役所本庁舎  約 2２７万円／坪 （R6. 4 基本計画） 

 

 

②事業手法 

官民連携により、施設の整備もしくは開発を進める手法は以下のようなものがあり、この他に 

も下記手法を組み合わせた手法等があります。 

  事業手法は基本計画において検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁の表Ⅰ～Ⅲが該当 

次頁の表Ⅳ～Ⅵが該当 

仙台市が施設整備を行わない場合 既存・新設の建物へ入居※ 

※現在地に他者が整備する建物への入居や、 

別の場所の建物への入居 

仙台市が施設整備を行う場合 現在の敷地で整備 

移転場所で整備 
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【仙台市による施設整備を伴う方式】 

 

方式 

 

発注内容 

事業 

主体 

(主導) 

資金 

調達 

施設の所有権 

建設 

期間中 

運営 

期間中 

事業 

終了後 

Ⅰ 従来方式 

(設計・施工分離 

発注方式) 

仕様(設計図一式)

を明確に定めて発

注する方式。 

仙台市 仙台市 仙台市 仙台市 仙台市 

Ⅱ 設計・施工 

一括発注方式 

(DBO/DB) 

性能を定めて発注

する方式。細かな仕

様については事業

者側の提案とする。 

仙台市 

・民間 

事業者 

仙台市 仙台市 仙台市 仙台市 

Ⅲ PFI 方式 

 (BT/BTO) 

(BOT/BOO) 

性能を定めて発注

する方式。細かな仕

様については事業

者側の提案とする。 

仙台市 

・民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

BT/BTO 

:仙台市 

 

BOT/BOO 

:民間事業者 

BT/BTO/ 

BOT:仙台市 

 

BOO 

:民間事業者 

 

 

【仙台市による施設整備を伴わない方式】 

 

方式 

 

発注内容 

事業 

主体 

(主導) 

資金 

調達 

施設の所有権 

建設 

期間中 

運営 

期間中 

事業 

終了後 

Ⅳ 使用許可方式 公共部分として必要

な機能を提示した上

で、条例で定められ

た制限内で事業者

側の自由提案によ

るもの。 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

撤去/ 

仙台市 

Ⅴ 定期借地権 

方式 

公共部分として必要

な機能を提示した上

で、事業者側の自由

提案によるもの。 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

撤去/ 

仙台市 

Ⅵ 移転 (発注はない) 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

民間 

事業者 

 

民間 

事業者 
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６. 市民意向 
 

①宮城総合支所の庁舎に関するアンケート調査の実施 

・調査の目的 

宮城総合支所及び宮城保健センターを日ごろ利用されている方から、現庁舎を利用した感想 

や、新庁舎に求めることなどについてご意見をいただき、基本構想や今後の計画策定の参考と

するため実施しました。 

 

・実施期間 

令和６年８月１９日～令和６年８月３０日 

 

・対象（配布場所） 

宮城総合支所利用者（各課・総合案内） 

宮城保健センター利用者（保健センター） 

関係団体（郵送） 

（連合町内会、地区民生委員児童委員協議会、社会福祉協議会宮城支部、 

地域包括支援センター、みやぎ仙台商工会宮城支所、定義観光協会、作並振興協会） 

 

・アンケート調査票及び調査結果 

巻末資料参照 

 

 

 

②パブリックコメントの実施 

   基本構想（中間案）についてパブリックコメントを実施しました。 

いただいたご意見は、個人が特定できない内容に編集し、ご意見に対する市の考え方と併せて、

市ホームページ等で公表させていただきます。 

 

・実施期間 

令和７年１月１０日～令和７年２月１０日 

 

   ・意見提出者数 

      ５人・団体 

 

   ・意見総数 

      １7 件（項目別に整理後の件数） 
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７. 今後の検討に向けた取り組み 
 

基本構想を踏まえて、今後は設計に向けた具体的な事項や詳細などの条件設定を行うため、基本計

画の策定の検討に着手します。 

 

①基本計画の検討項目 

項 目 内 容 

機能・配置 

・詳細機能 

・建物配置と建物内諸室等配置 

・利用者及び職員動線計画 

・倉庫、車庫等の配置 

・駐車場の車の動線 

整 備 計 画 
・外構計画 

・導入設備、導入技術 

・事業手法 

事 業 費 ・事業手法別の事業費試算 ・活用可能な補助金等 

 

 

 

②今後のスケジュール 

 

                                      

                                    

 

 

 

 

 

  

 

 

年 度 予 定 

令和  6 年度（２０２４年度） 基本構想策定 

令和  7 年度（２０２５年度） 基本計画策定 

令和  8 年度（２０２６年度） 基本設計 

令和  9 年度（２０２７年度） 実施設計 

令和 11 年度（２０２９年度） 着工 

令和 12 年度（２０３０年度） 竣工・供用開始 

令和 13 年度（２０３１年度） 既存庁舎解体 

 

 

 

                  Ｒ７     Ｒ８     Ｒ11   Ｒ12  Ｒ13 

基礎検討 

建
替
え
方
針
決
定 

基本構想 

・改修と建替えの比較 ・大枠、方針の設定 

・来庁者アンケート 

基本計画 設計 工事 

竣
工
・
供
用 

解体 

現在 
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(巻末資料) 宮城総合支所の庁舎に関するアンケート調査結果 
 

 
 
 
（１）回収結果 

   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（２）回答者の属性 

 
①性別 

    （単位︓件） 
性別 総合支所 保健センター 関係団体 計 ⽐率 
男性 37 2 15 54 41% 
⼥性 48 13 9 70 53% 

無回答 7   1 8 6% 
計 92 15 25 132 100% 

 
 

②年齢 
    （単位︓件） 

年齢 総合支所 保健センター 関係団体 計 ⽐率 
10 歳台 2     2 2% 
20 歳台 12 2 1 15 11% 
30 歳台 11 10   21 16% 
40 歳台 21 3 5 29 22% 
50 歳台 22   3 25 19% 
60 歳台 9   4 13 10% 
70 歳台 6   8 14 11% 
80 歳台 8   3 11 8% 
無回答 1   1 2 2% 

計 92 15 25 132 100% 
 

 （単位︓件） 

対象（配付場所） 回答者数 

総合支所 92 
保健センター 15 
関係団体 25 

総計 132 

70%

11%

19%

庁舎(来庁者) 保健センター 関係団体総合支所 
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③居住地 
    （単位︓件） 

居住地 総合支所 保健センター 関係団体 計 
赤坂 1   3 4 
愛子中央 10 1 1 12 
愛子東 5 1 2 8 
芋沢 3 1 2 6 
大倉     2 2 
落合 7 1 1 9 
上愛子 4 4 2 10 
国⾒ケ丘 1   2 3 
熊ヶ根 0 0 0 0 
栗⽣ 7   1 8 
郷六 1 1   2 
作並 2   1 3 
下愛子 7   2 9 
高野原 5 1   6 
中山台 4     4 
中山台⻄       0 
中山吉成 4 1   5 
錦ケ丘 7 1 1 9 
新川     1 1 
南吉成 1 2 2 5 
みやぎ台 3 1   4 
向田       0 
吉成 2     2 
吉成台       0 
⻘葉区の上記以外の地域 10     10 
⻘葉区以外 6   2 8 
無回答 2     2 

計 92 15 25 132 
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（３）宮城総合⽀所と宮城保健センターの利⽤について 

①年間利⽤回数 
          （単位︓件） 
  年齢 計   

年間利⽤回数 
10 
歳 
台 

20 
歳 
台 

30 
歳 
台 

40 
歳 
台 

50 
歳 
台 

60 
歳 
台 

70 
歳 
台 

80 
歳 
台 

無 
回 
答 

  ⽐率 

1 回以下   4 3 4 4 3 1 1   20 15% 
2〜3 回 1 6 8 11 11 2 3 2   44 33% 
4〜6 回   2 2 6 4 1 2 3 1 21 16% 
7〜11 回     4 2 2   2 1   11 8% 
12 回以上   2 3 3 1 7 6 4 1 27 20% 
はじめて 1 1 1 2 2         7 5% 
無回答       1 1         2 2% 

計 2 15 21 29 25 13 14 11 2 132 100% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

15%

33%

16%

8%

20%

5%
2%

1 1回以下 2 2〜3回 3 4〜6回 4 7〜11回
5 12回以上 6 はじめて 7  無回答
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②利⽤目的（最大３つまで選択可能） 
「⼾籍や住⺠票に関すること」が最も多く、全体の 45%が利⽤目的としてあげている。 
次いで、「子育てに関すること」25%、「高齢者や障害者に関すること」22％、「納税や税証明に 
関すること」20%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●自由回答 
・マイナンバーカード 
・敬⽼乗⾞証 
・期日前投票 
・⺠⽣委員として地域住⺠の皆さんから相談を受けた場合、直接担当部署に相談に⾏く 
・会議など 
・町内会関連 

 
③交通手段 

⾞を使って来る人が 86%と大層を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※一部、複数回答があったため、合計は 100%にならない。 

 

86%
1%

4%
8%

5%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1⾞
2バイク

3自転⾞
4徒歩
5バス

6電⾞

交通手段（N=132）

13%
45%

20%
7%

25%
22%

17%
8%

10%
14%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1まちづくりに関すること
2⼾籍や住⺠票に関すること
3納税や税証明に関すること

4⽣活保護に関すること
5子育てに関すること

6高齢者や障害者に関すること
7国⺠健康保険や国⺠年⾦に関すること

8公園や道路に関すること
9健診や予防接種

10その他(自由回答)

利⽤目的（最大３つまで）N=132
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（４）現在の宮城総合⽀所について 

①建物（庁舎）についての意⾒（複数回答） 
入りやすさについては、「入りやすい」が 58％と多くなっている。 
窓口については、「１階に集まってよい」という意⾒が 54%となっている一方、「窓口が多くて分かりにく 
い」、「スペースが狭い」という意⾒もある。 
その他、「ホールや待合スペースが狭い」、「トイレが少ない・狭い」などの意⾒が多くなっている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●自由回答 

・トイレをきれいに 
・洋式トイレを増やしてほしい 
・暗い 
・こまり事の会話等がしきり 1 枚でプライバシーが保たれにくい 
・バリアフリーにして欲しい 
・入口の扉の開閉や他利⽤者とすれ違う時のスペースがせまい 

 
 
 
 
 
 
 
 

58%
8%

54%
9%

23%
20%

10%
6%

19%
13%

19%
14%

6%
33%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1入りやすい
2入りにくい

3窓口が1階に集まっていてよい
4窓口が多くて分かりにくい

5窓口のスペースが狭い
6ホールや待合スペースが狭い

7カウンターや椅子が使いやすい
8カウンターや椅子が使いにくい

9案内表示や掲示物が分かりやすい・よい
10案内表示や掲示物が分かりにくい・⾒えづらい

11空調(冷房・暖房)がちょうど良い
12空調(冷房・暖房)の効きが悪い

13エレベーターが少ない
14トイレが少ない・狭い
15その他(自由回答)

建物（庁舎）について（複数回答） N=132
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②駐⾞場について（複数回答） 
「駐⾞しやすい」が 79%、「広い・空いている」が 42%となっており、概ね駐⾞場の広さおよび数は確
保され、駐⾞しやすいと評価されているものと考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●自由回答 

・⽴駐があればいいと思う 
・出入口がカーブで⾒通しが悪い。スピード出してくる⾞が多い 
・支所を利⽤する者だけの利⽤のため、ゲートを設置してほしい 
・場内の進⾏方向が分かりにくい 
・駐⾞場内の⾞道と歩道が分かりづらく、⾞に近接されるなど、怖い経験をした 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

79%

2%

42%

5%

8%

13%

31%

11%

5%

8%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1駐⾞しやすい

2駐⾞しにくい

3広い・空いている

4狭い・混雑している

5経路や区画が分かりやすい

6経路や区画が分かりにくい

7駐⾞券やゲートなどが無いのがよい

8⾒通しがよい

9照明が少なくて暗い

10冬は凍結して滑りやすい

11駐⾞場は利⽤しない

12その他(自由回答)

駐⾞場について（複数回答） N=132
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（５）宮城保健センターについて 

①宮城保健センターと総合支所が別の建物であることについて 
「同じ建物が良い」が 42%、「別の建物の方が良い」が 23%、「分からない・意⾒はない」が 33%と
なっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②上記①の回答理由 
「同じ建物で⽤事が済ませられた方が便利」が 42%と最も多く、次に、「総合支所の利⽤者と一緒に

ならない方がよい」が 24%となっている。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●自由回答 
・雨、雪のことを考えたら同じ建物がよい。両方の情報収集、掲示物を目にできる 
・建築費を抑えるため、施設の管理し易くするために同じ建物の方が良い 
・さまざまな来庁者がいるので、安全性の観点から動線が分けられればより良いのではないか 
・ちょっと離れすぎ 
・どちらでも良い 
・支所のペースと違い、のんびりゆっくり利⽤できる 

 

13%

42%

24%

15%

11%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

1別の建物だと場所が分かりにくい・迷ったことがある

2同じ建物で⽤事が済ませられた方が便利

3総合支所の利⽤者と一緒にならない方がよい

4宮城保健センターは利⽤しない・利⽤したことがない

5その他(自由回答)

42%

23%

33%

2%

宮城保健センターと総合支所が別の建物であることについて
（N=132）

1同じ建物の方が良い
2別の建物の方が良い
3分からない・意⾒はない
4無回答
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（６）建て替え後の新庁舎について 

 
①新庁舎に求めること（最大３つまで） 

「地震や大雨などの災害に強く、災害時の対応拠点であること」が 52%で最も多く、「誰でも使いやす
いバリアフリーであること」が 50%、「親しみやすく開放的であること」が 49%と続いている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●自由回答 

・ワンストップ機能 
・他の区役所と同じで良いのではないか。その上で保健センターの位置づけ、考え方、使い方を一考 
してほしい 

・駐輪場の拡充 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49%

50%

30%

37%

21%

13%

5%

52%

8%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1親しみやすく開放的であること

2誰でも使いやすいバリアフリーであること

3子ども・ベビーカーと一緒に利⽤しやすいこと

4職員が働きやすく、市⺠サービス向上につながること

5まちづくりや地域の人たちの交流の拠点であること

6宮城地区のシンボルとなること

7省エネルギーに取り組み、環境に配慮すること

8地震や大雨などの災害に強く、災害時の対応拠点であること

9建設費などを抑えること

10その他(自由回答)

新庁舎に求めること（N=132）
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②新庁舎に欲しい機能（最大３つまで） 
 「手続や窓口が分かりやすいレイアウトや案内表示」が 49%と最も多く、次いで「待ち時間を短縮す 
る効率的な受付システム」が 42%、「プライバシーに配慮した相談ブース」が 30%と続いている。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●自由回答 

・広い駐⾞場 
・⽴体駐⾞場 
・おまつり広場 
・食堂があるといいかも 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

49%

30%

42%

13%

8%

16%

28%

8%

25%

13%

20%

5%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1手続や窓口が分かりやすいレイアウトや案内表示

2プライバシーに配慮した相談ブース

3待ち時間を短縮する効率的な受付システム

4さまざまなイベントが開催できるホール

5市⺠協働活動で使⽤できる多目的スペース

6子どもと待ち時間を過ごせるキッズスペース

7誰でもゆっくり過ごせて飲食もできるカフェコーナー

8観光や地域情報の発信、展示販売ができるコーナー

9災害時に情報発信や物資配付などができる災害対応拠点の機能

10イベントなどができる屋外広場

11電子申請や情報収集をするためのフリーWi-Fi

12特にない・必要最低限がよい

13その他(自由回答)

新庁舎に欲しい機能（最大３つまで） N=132
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（７）宮城総合⽀所についての意⾒（⾃由意⾒） 

 
・⻘葉区役所の駐⾞場がないため、こちらを利⽤させてもらっています。便利で職員さんがていねいな 
ので助かっています。 

・新庁舎は、来所する市⺠とそこで働く職員の双方が⼼地良くすごせるものであればよい。 
・駅からのアクセスを考えると、同じ場所に建替えてほしい。 
・開発が進み居住人口も増えているので、最低でも区役所と同等の機能、設備を。 
・歩⾏者が駐⾞場を歩かなくてもいいように、建物は道路に寄せて駐⾞場は裏に作ってほしい。 
・5〜10 年後には無人タクシー、空飛ぶクルマ、宅配ドローンなどがあたり前になっているかもしれない 
ので、そういったものに対応できる施設になって欲しい。 

・時間外受付窓口案内の明示化。 
・災害発災時の情報発信、共有及び収容場所の確保。 
・手続きを待つ間、待合室でコーヒーなど飲めるとよい。 
・おむつ交換スペースがもう少し多いとありがたい。 
・総合支所と保健センターが隣接している方が分かりやすく、子供の健診等が受けやすい場所に設置 
してほしい。 

・災害に強く、弱者にやさしいまちづくり、宮総づくり 
・狭い感じがする。少し高い階に建築出来たらいいと思います。 
・市⺠と⾏政との距離感を近づけ、市⺠が気軽に交流し、宮城地区の特徴を PR する交流機能や 
情報発信機能を充実して欲しい。 

 
 
※自由回答は主なものに集約している。 
 
 


